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Ⅰ 学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況 

  

１ 学生の確保の見通し 

（１）定員充足の見込み  

全国的に看護系大学が増加する中、富山県における４年制看護大学は、国立大学法人富山

大学（入学定員 80名）に設置されているのみである。昨今の高学歴志向による大学への進

学率が高まるなか、県内唯一の看護大学への進学状況は、看護系大学進学者全体のうちの３

割程度（約 30名）にとどまっており、残り 7割程度（約 70名）（平成 24～28年平均）の県

内高校生が県外の看護系大学に進学し、その数は年々増加している状況にある。また、平成

30年度の新入生受入を最後に募集停止する予定である富山県立総合衛生学院（入学定員 100

名）のほか、同年に富山赤十字看護専門学校（入学定員 40名）においても募集を停止する

ことから、県内を中心に長期的に安定した学生確保ができるものと考える。また、近隣県に

おける看護系大学の志願倍率や定員充足の状況から、本学部における入学定員 120 名の学

生確保は可能と考える。根拠となる客観的データを以下に示す。 

 

（２）定員充足の根拠となる客観的なデータの概要 

① 県内学生の看護系高等教育機関への進学動向 

平成 4 年 6 月の「看護師等の人材確保の促進に関する法律」の施行等を契機に４年制

看護大学が増加し、看護職を目指す学生においても大学進学志向が高まり、４年制看護大

学への進学者が増加し続けている。本県においても、看護職を目指す高校生の４年制大学

志向は年々高くなっている。平成 28年 3月に、県内の高等学校卒業生のうち、看護系高

等教育機関へ進学した者は 413名で、その内訳は、大学が 123名、短大が 23名、専修学

校が 267名となっている。このうち、県外への進学者は 101名（24.5%）で、なかでも大

学が 123名中 90名（73.2%）となっている。過去 5年間の平均でみると、毎年 70名程度

が県外の看護大学に進学しており、増加傾向である。 

【資料１ 富山県内の看護師等学校養成所及び定員】 

【資料２ 富山県内高校生の看護系高等教育機関への進学状況】 

     

 ② 近隣県における看護系大学の志願状況等 

近隣県における看護系大学 12 校の平均志願倍率は、4.38 倍（平成 29 年度）となって

おり、過去 5 年間では４～５倍で推移している。平均定員充足率は、1.05 倍（平成 29 年

度）であり、過去 5 年間いずれの年度も定員を満たしている。これは、近隣県における看

護系大学への進学希望者が多数である状況を表していると推察される。今後新たに開学

する看護系大学があるものの、全国では平均 6 倍を超える高い志願倍率（平成 25～28 年

度）があること、定員充足率も 1.08％（平成 25～28 年度）と十分に定員を満たしている

状況から、本学部においても長期的に安定した学生確保の見通しがあるものと考える。 

【資料３ 近隣県における看護系大学の志願状況及び充足率】 

 

 



- 2 - 

 

 ③ 高校生の進学ニーズ調査 

定員 120 名の充足が十分に可能であることの客観的、数量的な根拠を確認するため、

平成 31 年度の受験生、すなわち現在の高等学校 2 年生を対象として、平成 29 年 9 月～

10 月に入学意向調査を実施した。なお、この調査は、客観性を担保するため、第三者機

関（一般財団法人日本開発構想研究所）に委託して実施した。 

調査対象校は富山県内の全日制高等学校 48校、調査方法は各高等学校に郵送による配

布・回収とした。回収状況は、45校（回収率 93.8%）から回答を得、有効回答票は 7,553

票であった。 

調査の結果、高等学校卒業後、高等教育機関（大学、短期大学、専修学校）への進学を

選択した回答者が 6,117人で、そのうち本学看護学部への「進学を希望する」と選択した

回答者は 457人と入学定員（120人）の約 3.8倍となり、入学定員を大きく上回る結果と

なった。また、「進学を希望する」と「進学先の候補として考える」の合計は 961件（15.7％）

となり、およそ 2 割弱の回答者が富山県立大学看護学部看護学科に対して何らかの進学

意向を持っていることが明らかとなった。 

 

＜富山県立大学看護学部看護学科への進学意向＞ 

富山県立大学看護学部看護学科への進学意向を問う問 7 の結果は以下のとおりで

ある。 

※問 7の設問は、高校卒業後の進路を問う問 4の設問においてを集計の対象とする。 

問７ あなたは富山県立大学「看護学部看護学

科（仮称）」への進学を希望しますか。 
回答 無回答 合計 

１ 進学を希望する 457 0 457 

２ 進学先の候補として考える 504 0 504 

３ 進学を希望しない 4,123 5 4,128 

４ わからない 900 1 901 

無回答 127 0 127 

合計 6,111 6 6,117 

 

【資料４ 富山県立大学看護学部看護学科（仮称）の設置に関するアンケート調査報告書 

（高校生対象）】 

 

 

（３）学生納付金の設定の考え方 

学生納付金は、本学工学部と同額とした。授業料は国公立大学標準額、入学金は県内生の

場合、県外生に比べ 94千円低く設定している。高校生の進学ニーズ調査では、進学を希望

する生徒が進学先を決定する際に重視する事柄として、約 4割の生徒が「学費（入学金・授

業料）」と回答していることから、県内高校生にとって、本学部は魅力的であると考える。

また、県外生の場合であっても他の公立大学より低く抑えている。 
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近隣県の看護系学部学科を持つ県立大学の学生納付金        （単位 円） 

所在地 大学・学部・学科 
入学金 

授業料 
県内生 その他 

富山県 富山県立大学看護学部看護学科 188,000 282,000 535,800 

新潟県 新潟県立看護大学看護学部看護学科 282,000 564,000 535,800 

石川県 石川県立看護大学看護学部看護学科 282,000 423,000 535,800 

   

 

（４）学生確保に向けた具体的な取組状況 

本学における受験生募集のための広報活動は、経営企画課（企画グループ）及び教務課（学

生募集係）が担当し、大学案内（刊行物）やホームページによる大学紹介、オープンキャン

パス、マスメディア、受験産業メディアの活用、進学相談会への参加および高等学校訪問等

により、年間を通して積極的に全国的な広報活動を行っている。特に、工学部の学科拡充や

看護学部の新設に伴い、平成 29年度からは、学生募集専任の職員を１名から 2名に増員し

て学生募集活動の体制を強化し、県内及び近県の高等学校を訪問し本学のＰＲを促進する

とともに、北陸新幹線開通に伴い新幹線沿線地域での大学説明会を開催し北関東、南東北で

の本学の認知度向上等を図っている。 

看護学部の学生募集広報についても、これらの活動を拡充することにより展開していく

こととし、ホームページ特設サイトにおけるリアルタイムな情報発信、看護学部専用のリー

フレットの作成、看護学部専任教員予定者による進学相談会への参加、看護学部単独での高

等学校訪問等を積極的に行っていく。また、県看護協会主催の「看護の日」フェスティバル

や地元自治会等による住民交流イベントでの特設サイトや出前講座等により、学生だけで

なく一般県民への大学の周知を通じて、学生募集に係る広報活動を行う。 

 

 

Ⅱ 人材需要の動向等社会の要請 

１ 人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要） 

医療・看護を取り巻く環境は、少子高齢化の進展、医療技術の高度化・専門化、地域包括

ケアシステムの体制整備に伴う医療提供の場の多様化等により大きく変化してきており、

看護職には、より質の高い医療や保健福祉サービスの担い手として、県民から大きな期待が

寄せられている。 

本学部では、効率的かつ質の高い医療提供体制と地域包括ケアシステムを構築・推進する

にあたり、高度化する医療や超高齢社会に伴う看護の役割拡大に対応できるより質の高い

実践力を持つ看護職を育成する。また、将来にわたって、多くの優秀な看護職を育成し地域

に送り出すとともに、より高度な教育・研究を行い新たな知見を広く社会に還元していくこ

とを目的とし、看護学部の教育理念を以下のとおりとする。 

 （教育理念） 

富山県立大学看護学部では、幅広い教養と人々への共感的態度を備えた人間性豊かな
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人材、そして創造力、実践力及び探究心を兼ね備え、多職種と協働しながら地域や社会に

貢献できる人材を育成する。 

 

２ 人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的が、社会的、地域的な人材需要の 

動向等を踏まえたものであることの客観的な根拠 

（１）富山県における看護職員の需給状況 

平成 26 年度に富山県が策定した第 8 次看護職員需給見通し（中間取りまとめ）では、

看護職員の需要数は、実人員ベースで、平成 28年の 17,160人から平成 32年には 17,744

人へと 584人（3.4％）増加すると見込まれている。一方、供給数は、平成 28年の 16,617

人から平成 32年には 17,696人へと 1,079人（6.5％）増加すると見込まれ、平成 28年か

ら平成 32年までの５年間の看護職員の需給見通しでは、需給ギャップは縮小し、平成 32

年末には、ほぼ解消される見込みである。しかしながら、今後、平成 30年度の新入生受

入を最後に募集停止する予定である富山県立総合衛生学院（入学定員 100名）のほか、同

年に富山赤十字看護専門学校（入学定員 40名）においても募集を停止することから、そ

の先の安定的な供給数を確保するためにも、本学における看護学部の開設が強く求めら

れている。 

また、本県においては全国水準を上回るペースで高齢化が進んでおり、2025 年（平成

37年）の 65歳以上人口に占める要介護認定割合は 23.6％（約 79千人）で、平成 26年か

ら約 23千人増加、さらに、新たに在宅医療等で対応する患者数は、施設等の入所者を含

め約 4.7千人増える（平成 26年の約 1.4倍）と推計されている。富山県では、富山県地

域医療構想、富山県高齢者保健福祉計画等に基づき、在宅医療の推進、医療・介護連携や

地域包括ケアシステムの推進に取り組んでおり、長期的には訪問看護や介護施設を中心

にさらに需要が高まるものと考えられる。 

【資料５ 第８次富山県看護職員需給見通し（中間とりまとめ）】 

 

（２）関係団体からの要望 

富山県看護協会等から数年来、富山県に対し、看護の質の向上のため、４年制大学設立

の要望がなされており、その設立を求める声が高まっている。 

【資料６ 富山県看護協会要望書】 

 

（３）病院等事業所における採用意向調査   

学生 120 名についての採用ニーズが十分にあることの客観的、数量的な根拠を確認す

るため、県内の病院や保健福祉施設等の事業所に対して、平成 29 年 10 月に採用希望調

査を実施した。なお、この調査は、客観性を担保するため、第三者機関（一般財団法人日

本開発構想研究所）に委託して実施した。 

調査対象校は富山県内の病院や保健福祉施設等の事業所 278 事業所、調査方法は各事

業所に郵送による配布・回収とした。回収状況は、191事業所（回収率 68.7%）から回答

を得、有効回答票は 191票であった。 

調査の結果、富山県立大学看護学部看護学科卒業生の 1 年間あたりの採用想定人数は
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300 人と、入学定員（120 人）の 2.5 倍となり、入学定員を大きく上回る結果となった。 

＜富山県立大学看護学部看護学科卒業生の採用意向＞ 

富山県立大学看護学部看護学科の卒業生の採用希望者数を問う問 7の設問において、

1施設あたり複数人数の採用を希望している施設があることを受け、1年間の採用想定

人数を計算したところ、以下のとおりとなった。 

※問 7 の設問は、富山県立大学看護学部看護学科卒業生の採用意向を問う問 6 の設問において  

「1 採用したい，2 採用を検討したい」を選択した回答（133件）を集計の対象とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料７ 富山県立大学看護学部看護学科（仮称）の設置に関するアンケート調査報告書 

（事業所対象）】 

 

 また、「採用したい」または「採用を検討したい」と回答した病院等事業所等 133施設に

対し、求める看護師像について本学部が育成する看護師像に照らして尋ねた結果、「人に対

する深い理解と倫理観を基盤に、柔軟で豊かな人間性を備えた人材」が最も多く 114 施設

（85.7%）、次いで「人々の健康と生活を支援するために、他職種と連携・協働し多様な場で

継続的な看護の実践を担う人材」が 112施設（84.2%）、「あらゆる健康レベルにある人に対

応できる専門的知識・技術を習得し、根拠に基づく判断力と課題解決能力を有する人」が 88

施設（66.2%）、「主体的・創造的に看護学の専門性を探求し、国際的視野をはじめとする幅

広い視野で看護の発展に寄与しようとする志を持つ人材」が 32 施設（24.1%）の順であっ

た。この結果より、本学部が育成する看護師像は、概ね社会的・地域的な人材需要の動向を

踏まえているものと考える。 

問７ 貴施設では、富山県立大学「看護学部看護学科（仮称）」

の卒業生を毎年何人程度採用したいと考えますか。 

１年間あたりの 

採用想定人数 

（人数×施設数） 

０人････････････３施設   ０人 

１人･･････････４８施設 ４８人 

２人･･････････３９施設 ７８人 

３人････････････９施設 ２７人 

４人････････････３施設 １２人 

５人･･････････１０施設 ５０人 

１０人･･････････１施設 １０人 

１５人･･････････１施設 １５人 

２０人･･････････３施設 ６０人 

無回答････････１６施設 － 

合計 ３００人 
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富山県内の看護師等学校養成所及び定員 

 

                 （単位 人） 

 

 ※看護師（二年課程）、准看護師養成課程除く 

富山県厚生部医務課（平成 29年４月） 

平成１７年度 平成１８年度 平成１９年度 平成20・21年度 平成22年度～ 平成29年度

80 60 80

80 － － － 80

厚生連高岡看護専門学校 25

富山医療福祉専門学校 40 － 40

富山市立看護専門学校 40 － 40

養成所 三年課程　小計 355 275 355 355 355 355 380

40 40 40 40 40 40 40

475 555 555 555 555 580

課程 学校・養成所名 学年定員

看
　
護
　
師

富山大学医学部看護学科

富山福祉短期大学看護学科

三
年
課
程

富山病院附属看護学校 40

富山県立総合衛生学院 100

富山赤十字看護専門学校 40

高岡市立看護専門学校 30

高岡市医師会看護専門学校 40

富山県立いずみ高等学校（5年一貫)

平成１７年度以降の学年定員

120

⑳開設

開設

開設

H29.4

３校統合

H30

募集停止

H30

募集停止
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卒業年月 
看護系高等教育機関への進学者 うち県外への進学者 

 大学 短大 専修  大学 短大 専修 

H28.3 月 413 123 23 267 101 90 1 10 

H27.3 月 435 115 44 276 94 81 4 9 

H26.3 月 381 96 33 252 67 57 0 10 

H25.3 月 427 93 52 282 83 68 2 13 

H24.3 月 404 108 41 255 89 71 3 15 

※ 高等教育機関：大学、大学院、短期大学、高等専門学校、専修学校 

 

 

 

 

 

 

富山県内高校生の看護系高等教育機関への進学状況 
 

                                          

                                         （単位 人） 

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

富山県厚生部医務課 

 

■県外の看護大学への進学者内訳 

【H28.3月】90人（石川 36人、関東 17人、愛知 8人、福井 7人、長野 5人など） 

【H27.3月】81人（石川 32人、関東 15人、愛知 7人、長野 6人、福井 6人など） 

【H26.3月】57人（石川 24人、関東 8人、新潟 6人、福井 5人、愛知 3人など） 

【H25.3月】68人（石川 22人、関東 12人、新潟 8人、愛知 7人、福井 3人など） 

【H24.3月】71人（石川 21人、関東 8人、愛知 8人、新潟 6人、福井 4人など） 

資料 2 



近隣県における看護系大学の志願状況及び充足率

<志願状況（平成29年度）>

富山 国立 富山大学 医学部 看護学科 80 285 3.56 219 85

石川 国立 金沢大学 医薬保健学域
保健学類
看護学専攻

80 228 2.85 172 85

県立 石川県立看護大学 看護学部 看護学科 80 398 4.98 245 86

私立 金沢医科大学 看護学部 看護学科 70 234 3.34 221 101

私立 金城大学 看護学部 看護学科 80 268 3.35 252 183

公立 公立小松大学 保健医療学部 看護学科 (50) H30新設 － － －

福井 国立 福井大学 医学部 看護学科 60 164 2.73 123 63

県立 福井県立大学 看護福祉学部 看護学科 50 252 5.04 188 57

市立 敦賀市立看護大学 看護学部 看護学科 50 309 6.18 198 64

私立 福井医療大学 保健医療学部 看護学科 (60) H29新設 － － －

新潟 国立 新潟大学 医学部
保健学科
看護学専攻

80 257 3.21 199 82

県立 新潟県立看護大学 看護学部 看護学科 95 374 3.94 229 100

私立 新潟青陵大学
看護福祉心理
学部

看護学科 85 463 5.45 454 175

私立 新潟医療福祉大学 健康科学部 看護学科 80 662 8.28 547 203

私立 長岡崇徳大学 看護福祉学部 看護学科 (100) H30新設 － － －

計
国公
私立

上記　12校　（H29.30新設は除く） 890 3,894 4.38 3,047 1,284

※各大学ホームページ、『螢雪時代全国大学内容案内号・臨時増刊』（旺文社）

都道府県
募集を行った

学校数
募集定員

(人)
志願者数

(人)
志願倍率 受験者数

(人)
合格者

(人)

富山県 1 80 275 3.44 220 83

石川県 4 310 1,125 3.63 911 494

福井県 3 160 1,437 8.98 961 191

新潟県 4 338 1,580 4.67 1,389 587

計 12 888 4,417 4.97 3,481 1,355

全国 255 21,619 131,868 6.10 120,796 41,164

富山県 1 80 365 4.56 281 85

石川県 4 310 1,167 3.76 937 503

福井県 3 160 571 3.57 417 186

新潟県 4 338 1,514 4.48 1,272 569

計 12 888 3,617 4.07 2,907 1,343

全国 249 21,034 127,632 6.07 116,903 39,861

富山県 1 80 242 3.03 190 82

石川県 3 230 858 3.73 629 293

福井県 3 160 1,834 11.46 1,319 197

新潟県 4 338 1,510 4.47 1,344 623

計 11 808 4,444 5.50 3,482 1,195

全国 234 19,674 127,152 6.46 116,275 36,289

富山県 1 80 361 4.51 263 86

石川県 3 230 849 3.69 655 307

福井県 2 110 715 6.50 530 125

新潟県 4 338 1,895 5.61 1,700 553

計 10 758 3,820 5.04 3,148 1,071

全国 217 17,878 118,098 6.61 108,708 31,531

※看護関係統計資料集

年度

28年度

27年度

26年度

25年度

志願者数
(人)

志願倍率 受験者数
(人)

合格者
(人)

県名
設置
区分

大学名 学部名 学科名 募集定員
(人)
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<充足率　（平成29年度）>

富山 国立 富山大学 医学部 看護学科 80 80 1.00

石川 国立 金沢大学 医薬保健学域
保健学類
看護学専攻

80 82 1.03

県立 石川県立看護大学 看護学部 看護学科 80 85 1.06

私立 金沢医科大学 看護学部 看護学科 70 72 1.03

私立 金城大学 看護学部 看護学科 80 84 1.05

公立 公立小松大学 保健医療学部 看護学科 (50) H30新設 －

福井 国立 福井大学 医学部 看護学科 60 60 1.00

県立 福井県立大学 看護福祉学部 看護学科 50 55 1.10

市立 敦賀市立看護大学 看護学部 看護学科 50 56 1.12

私立 福井医療大学 保健医療学部 看護学科 (60) H29新設 －

新潟 国立 新潟大学 医学部
保健学科
看護学専攻

80 81 1.01

県立 新潟県立看護大学 看護学部 看護学科 95 95 1.00

私立 新潟青陵大学
看護福祉心理
学部

看護学科 85 96 1.13

私立 新潟医療福祉大学 健康科学部 看護学科 80 88 1.10

私立 長岡崇徳大学 看護福祉学部 看護学科 (100) H30新設 －

計
国公
私立

上記　12校　（H29.30新設は除く） 890 934 1.05

※各大学ホームページ、『螢雪時代全国大学内容案内号・臨時増刊』（旺文社）

都道府県
募集を行った

学校数
一学年定員

（人）
入学者数

（人）
充足率

富山県 1 80 80 1.00

石川県 4 310 328 1.06

福井県 3 160 170 1.06

新潟県 4 338 364 1.08

計 12 888 942 1.06

全国 255 21,619 23,106 1.07

富山県 1 80 80 1.00

石川県 4 310 335 1.08

福井県 3 160 171 1.07

新潟県 4 338 355 1.05

計 12 888 941 1.06

全国 249 21,034 22,512 1.07

富山県 1 80 80 1.00

石川県 3 230 242 1.05

福井県 3 160 171 1.07

新潟県 4 338 352 1.04

計 11 808 845 1.05

全国 234 19,674 21,223 1.08

富山県 1 80 80 1.00

石川県 3 230 246 1.07

福井県 2 110 112 1.02

新潟県 4 338 354 1.05

計 10 758 792 1.04

全国 217 17,878 19,376 1.08

※看護関係統計資料集

25年度

充足率

年度

28年度

27年度

26年度

県名
設置
区分

大学名 学部名 学科名 入学者
(人)

一学年定員
(人)
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